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神奈川県・人手不足に対する企業の動向調査（2025 年 10 月） 
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正社員の人手不足を感じている企業の割合は、2025 年 10 月時点で 58.0％となり、月次ベ

ースで過去最高となった。また、非正社員では 30.8％となった。業界別では、正社員は「建設」

が 7 割超、「サービス」が 7 割に迫る水準となった。非正社員は「サービス」が 50.0％で最も高

かった。正社員の人手不足割合は、今後も高い水準で推移していくと予想される。 

 

※株式会社帝国データバンクは、神奈川県内に本社を置く企業 1207 社を対象に、「雇用過不足」に関するアンケート調査を実施し

た。  

なお、雇用の過不足状況に関する動向調査は 2006 年 5 月より毎月実施し、今回は 2025 年 10 月の結果をもとに取りまとめた。  

調査期間：2025 年 10 月 20 日～10 月 31 日（インターネット調査）  

調査対象：神奈川県内に本社を置く企業 1207 社、有効回答企業数は 530 社（回答率 43.9％） 
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正社員不足の企業は 58.0％、10 月としては 5 年連続の 5 割超え 

人手不足は、深刻な「高止まり」状態が続いている。2025 年 10 月時点において、正社員の不足を感

じている企業は５８．０％で、過去最高となった。また、10 月としては５年連続で５割を超え、前年同月

（2024 年 10 月、５５．７％）から２．３ pt 上昇した。 

また、非正社員における人手不足割合は３０.８％だった。前年同月（２９．５％）から１．３ pt 上昇し、１０

月としては２年振りに３割を超えた。  

正社員・非正社員の人手不足割合  月次推移（神奈川県）  

 

正社員・非正社員の人手不足割合  各年 10 月の推移（神奈川県）  

＜業界別＞ 

正社員：「建設」が 73.3％でトップ、受注を控えるケースも 

正社員の人手不足割合を業界別にみると、「建設」が 7３.３％（前年同月比+３．９ pt）で最も高かっ

た。企業からは、「仕事量はあるが、人手が不足している」や、「人材不足により受注が低下する」といった

人材不足による受注減を懸念する声があがった。 
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次いで、ソフトウェア開発や情報処理サービスなどを含む「サービス」（67.7％、前年同月比＋３．３pt）

が続いた。AI を活用したサービスの広がりや DX 化が進むなか、優秀な人材の確保が難しい状況が続

いている。 

また、ドライバー不足が深刻な「運輸・倉庫」（５５．６％、同▲６．９pt）や、「製造」（５４．７％、同＋６．８ 

pt）、「小売」（５０．０％、同+２．５ｐｔ）が５割以上となった。 

 

非正社員：「サービス」がトップで、５割に上昇 

 非正社員の人手不足割合を業種別にみると、「サービス」が 5０.0％（前年同月比+５．４pt）で最も高

かった。なかでも、正社員と同様にソフトウェア開発などを含む「情報サービス」の人手不足が顕著である

ほか、「メンテナンス・警備・検査」や「専門サービス」などで人手不足感が高かった。 

 次いで「小売」が３７．０%（同▲３．６ｐｔ）で高かったが、前年同月からは低下した。また、「建設」が２９．

０％（同▲0.6ｐｔ）で、非正社員の人手不足感は改善傾向にある。 

 

 人手不足割合  業界別（神奈川県）  

 

 

まとめ：正社員の不足感は依然として高水準    

2025 年 10 月時点で、人手不足を感じている企業の割合は正社員で 5８．０％、非正社員では３０．８％

だった。いずれも前年同月より上昇、とくに正社員は過去最高を記録した。  

「建設」では技術職の不足が深刻な問題となっており、「サービス」もＡＩ・ＤＸに関連したエンジニア不足な

どを背景として、情報サービスの人材不足感が強くなっている。また「運輸・倉庫」は前年同月を下回ったも

のの、依然として 5 割を超えている。 

非正社員では、「サービス」が最も高く、システム開発や、メンテナンス・警備・検査などの人材不足が顕著

となっている。「小売」は、前年同月から低下したものの、インバウンド需要もあって人手不足感は高くなって

いる。 

正社員 非正社員  

（％） （％）

正社員 2023年10月 2024年10月 2025年10月 非正社員 2023年10月 2024年10月 2025年10月

建設 66.0 69.4 73.3 建設 37.9 29.6 29.0

不動産 29.4 28.0 34.6 不動産 29.6 14.3 21.1

製造 49.6 47.9 54.7 製造 22.9 21.0 23.5

卸売 37.9 43.0 41.9 卸売 25.0 15.0 16.9

小売 57.7 47.5 50.0 小売 36.4 40.6 37.0

運輸・倉庫 54.5 62.5 55.6 運輸・倉庫 26.3 26.3 21.7

サービス 62.7 64.4 67.7 サービス 46.5 44.6 50.0
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 このような環境下において、「人手不足倒産」は 2025 年度上半期（4-9 月）に全国で 214 件発生し、上

半期としては 3 年連続で過去最多を更新。また、通年でみても、2025 年 1-10 月の累計ですでに 359 件

に達しており、2024 年の 342 件を上回り、3 年連続で過去最多となった。 

高市内閣は「労働時間の規制緩和」を成長戦略に据えており、今後は残業時間の延長など働き方の多様

化により人手不足を補う一助になる可能性もあるが、とりわけ、中小・小規模事業者にとって正社員を充分

に確保するのは難しい状況にあるものと見られる。しばらくは、人手不足の割合の高止まり傾向が続くもの

と思われる。 

「人手不足倒産」推移（全国）  
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